




































































































































































































































































































































































































































































1988 65 95 ＋30
1995 74 97 ＋23
2002 65 97 ＋32
2007 56 90 ＋34
2011 51 91（96） ＋40
「以前ほど自分の国にいる気がしない」
1988 49 78 ＋29
1995 57 87 ＋30
2002 55 84 ＋29
2007 48 80 ＋32
2011 43 82（91） ＋39
1988年と1995年の結果は Cevipof が大統領選挙後に実施した調査，2002年・2007年の結果はフラン








































































































































































































［Fourest et Venner 2011：30‐32］。
その体験は恐怖心を植えつけ，テロリズムへの嫌悪感を与えたと，マリー





























ヌは精神的に傷つき，転校を余儀なくされた［Fourest et venner 2011：41，










































































絆はいっそう強固なものになっていった［Fourest et venner 2011：47‐54，




































































Formation professionnelle des avocats＝CFPA）」に入所した。1992年には，





















































































































































































































会では立候補は断ったが，今回は承諾した［Marine Le Pen 2006：167‐8］。
ノール＝パ＝ド＝カレ地域圏から立候補したマリーヌは当選を果たし，初め















































考察の対象にしている。だが，現在の FN は前党首Ｊ＝Ｍ・ルペンの FN とイデオロギー
や政策，言説組織など多くの面で連続性をもっている。マリーヌが取り組んでいる党の
刷新は前党首時代から始まり，マリーヌは1980年代後半から模索されてきた戦略を踏襲
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